
（8）令和７年（２０２5年）４月３０日 No.236町田市議会だより

この広報紙は ７３，５００部作成し、１部当たりの単価は ２４円です。（職員人件費を含みます。）

◎
3
月
定
例
会
の
日
程

傍聴者数：１５６名

月

日

内
　
　
容

２
20
㊍

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
・

文
教
社
会
・
建
設
）

１

21
㊎
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

２

25
㊋
議
案
説
明
会

26
㊌
全
員
協
議
会

第
１７
期
町
田
市
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員

会

３
５
㊌
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

１

６
㊍
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

２９

７
㊎
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

２３

１０
㊊
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

１２

１１
㊋
常
任
委
員
会

（
健
康
福
祉
）

２

１２
㊌

本
会
議

７

１３
㊍

２９

１４
㊎

５

１７
㊊

６

１８
㊋

２３

２４
㊊
第
１７
期
町
田
市
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員

会

２７
㊍
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会（
総
務
）

１６

若
者
の
政
治
参
加
を
促
進
す

る
抜
本
的
改
革
を
求
め
る
意

見
書

性
犯
罪
の
再
犯
防
止
の
取
組

へ
の
支
援
の
強
化
を
求
め
る

意
見
書

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法

制
化
に
向
け
た
議
論
の
促
進

を
求
め
る
意
見
書

「
都
議
会
自
民
党
」
の
裏
金

問
題
の
真
相
解
明
を
求
め
る

決
議

１
日
も
早
い
被
災
地
の
復
旧

・
復
興
の
た
め
の
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
改
正
の
検
討

を
求
め
る
意
見
書

議員提出議案

意見書・決議意見書・決議（要旨）（要旨）
　本定例会では意見書４件・決議１件を可決し、議長名で関係行
政庁へ提出しました。要旨は次のとおりです。

　

被
選
挙
権
年
齢
は
、
公
職
選
挙

法
に
よ
り
衆
議
院
議
員
・
地
方
議

会
議
員
に
つ
い
て
は
満
２５
歳
以
上
、

ま
た
参
議
院
議
員
に
つ
い
て
は
満

３０
歳
以
上
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

被
選
挙
権
年
齢
引
下
げ
等
の
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
様
々
な
権
利
が
得
ら

れ
る
成
人
年
齢
と
の
均
衡
や
、
選

挙
権
年
齢
と
被
選
挙
権
年
齢
を
一

致
さ
せ
て
い
る
国
際
的
な
潮
流
を

踏
ま
え
、
満
１８
歳
以
上
に
引
き
下

げ
る
と
と
も
に
、
若
者
の
政
治
参

画
を
促
進
す
る
た
め
、
供
託
金
の

見
直
し
や
議
員
の
報
酬
の
在
り
方
、

さ
ら
に
は
、
若
者
団
体
の
活
動
継

続
に
必
要
な
支
援
の
在
り
方
等
に

つ
い
て
、
抜
本
的
な
改
革
を
行
う

こ
と
を
要
望
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
３
件
宛
て

【
総
務
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
の
交
代

　
　

就
任　

石
川　

好
忠

　
　

辞
任　

村
松　

と
し
た
か

　
　
　
　
　
　
（
４
月
１８
日
付
）

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
委
員
長
の
交
代

　
　

就
任　

戸
塚　

正
人

　
　

辞
任　

東　

友
美

　
　
　
　
　
　
（
３
月
２７
日
付
）

　
委
員
の
交
代

　
　

就
任　

小
野　

り
ゅ
う
じ

　
　

辞
任　

東　

友
美

　
　
　
　
　
　
（
３
月
２７
日
付
）

【
災
害
対
策
委
員
会
】

　
委
員
の
交
代

　
　

就
任　

石
川　

好
忠

　
　

辞
任　

村
松　

と
し
た
か

　
　
　
　
　
　
（
４
月
１８
日
付
）

【
監
査
委
員
】

　
委
員
の
交
代

　
　

選
出　

佐
藤　

和
彦

　
　

辞
任　

東　

友
美

【
防
災
会
議
委
員
】

　
委
員
の
交
代

　
　

推
薦　

石
川　

好
忠

　
　

辞
任　

村
松　

と
し
た
か

　

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
第

４
回
町
田
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
採
択
さ
れ
た
、
請
願
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
新
た
な
学
校
づ
く
り
」
＝

「
地
域
活
用
型
学
校
」
に
つ

い
て
の
策
定
、
契
約
、
教
育

に
関
わ
る
情
報
を
市
民
に
わ

か
る
よ
う
に
公
表
、
説
明
す

る
こ
と
を
求
め
る
請
願

経
過
及
び
結
果

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
、

維
持
管
理
・
運
営
の
内
容
や
、
第

１
期
５
地
区
に
お
け
る
通
学
の
検

討
方
法
と
結
果
な
ど
の
「
新
た
な

学
校
づ
く
り
」
の
情
報
に
つ
い
て
、

説
明
会
の
開
催
、
各
団
体
へ
の
訪

問
、
各
地
区
・
市
内
全
域
へ
の
広

報
紙
の
発
行
、
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
の
数
多
く
の

方
法
で
公
表
や
説
明
、
周
知
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
予
算
内

訳
、
適
正
な
教
員
配
置
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
含
め
た
通
学
の
負
担
軽

減
策
の
検
討
、
計
画
当
初
の
児
童

・
生
徒
推
計
の
算
出
方
法
な
ど
に

つ
い
て
、
公
表
・
周
知
し
て
お
り
、

個
別
の
問
合
せ
等
に
対
し
て
も
情

報
提
供
す
る
と
と
も
に
、
丁
寧
に

説
明
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
６
年
（
２
０
２

４
年
）
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で

請
願
第
５
号
が
採
択
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
が
意
見
を

表
明
で
き
る
よ
う
、
第
１
期
５
地

区
の
学
校
で
は
、
校
長
講
話
及
び

新
た
な
学
校
づ
く
り
に
関
す
る
授

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
請
願
採
択
を
受
け
、
引

き
続
き
、
検
討
が
終
了
し
た
各
事

項
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
検
討

結
果
等
の
情
報
を
公
表
す
る
と
と

も
に
、
説
明
や
周
知
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
学
校
統
合
や
建
替
え

等
の
当
事
者
と
な
る
方
々
を
中
心

と
し
て
、
必
要
な
情
報
が
行
き
渡

る
よ
う
、
繰
り
返
し
丁
寧
な
説
明

や
情
報
発
信
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
個
別
の
問
合
せ
に
対
し

て
も
丁
寧
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

付
議
事
件

①�

議
員
の
調
査
活
動
等
に
関
す
る

事
項

②�

議
会
の
権
能
・
機
能
強
化
に
関

す
る
事
項

③�

議
会
の
情
報
提
供
に
関
す
る
事

項

�

の
調
査
・
検
討

第
３０
号
議
案
　
町
田
市
立
学

校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

鶴
川
西
地
区
に
お
け
る
小
学
校

の
統
合
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

第
３６
号
議
案
　
市
道
路
線
の

廃
止
に
つ
い
て

　

道
路
と
し
て
機
能
の
な
い
路
線

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　

２
月
１３
日
、
２６
日
、
３
月
２４
日

に
開
催
さ
れ
、
次
の
付
議
事
件
や

請
願
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

性
犯
罪
を
し
た
者
に
対
し
て
、

矯
正
施
設
等
に
お
い
て
再
犯
防
止

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
令
和
５
年
３
月
、
法
務
省
は

自
治
体
向
け
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
た
が
、
各
自
治
体
が
再
犯

防
止
の
取
組
を
効
果
的
に
進
め
る

た
め
に
次
の
３
点
に
つ
い
て
強
く

要
望
す
る
。
①
矯
正
施
設
等
を
出

所
後
も
自
治
体
に
よ
る
再
犯
防
止

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
受
け
る
意
義
に

つ
い
て
啓
発
を
図
る
こ
と
。
②
再

犯
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
へ
の
参
加

に
つ
な
げ
る
た
め
、
性
犯
罪
者
が
、

住
所
等
を
任
意
で
国
に
届
け
出
る

仕
組
み
を
つ
く
り
、
届
け
ら
れ
た

情
報
を
自
治
体
に
提
供
す
る
こ
と
。

③
再
犯
防
止
に
係
る
人
材
の
育
成

に
つ
い
て
支
援
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

民
法
第
７
５
０
条
は
、
「
夫
婦

は
、
婚
姻
の
際
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
従
い
、
夫
又
は
妻
の
氏
を
称
す

る
。」
と
し
、
我
が
国
で
は
夫
婦

同
姓
制
度
が
採
ら
れ
て
い
る
。

　

最
高
裁
で
は
、
平
成
２７
年
１２
月

の
最
高
裁
判
決
に
引
き
続
き
、
令

和
３
年
６
月
の
最
高
裁
決
定
に
お

い
て
も
、
夫
婦
同
姓
規
定
が
合
憲

と
さ
れ
る
一
方
、
夫
婦
の
姓
に
関

す
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

国
会
で
論
ぜ
ら
れ
、
判
断
さ
れ
る

べ
き
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
選
択
的
夫

婦
別
姓
制
度
の
早
期
法
制
化
に
向

け
、
家
族
の
一
体
感
や
戸
籍
制
度

な
ど
を
守
る
こ
と
と
の
両
立
を
は

か
り
つ
つ
、
よ
り
積
極
的
な
議
論

を
行
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　

我
が
国
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に

自
然
災
害
が
発
生
し
、
甚
大
な
被

害
が
生
じ
て
い
る
。
災
害
弔
慰
金
、

災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給
等
の
支

援
は
あ
る
が
、
能
登
地
域
の
復
旧

・
復
興
は
進
ん
で
い
な
い
。
生
活

基
盤
で
あ
る
住
宅
再
建
の
た
め
、

国
の
支
援
強
化
が
必
要
と
考
え
る
。

　

政
府
は
地
域
福
祉
推
進
支
援
臨

時
特
例
給
付
金
制
度
を
創
設
し
た

が
、
地
域
や
年
収
等
が
限
定
さ
れ
、

対
象
外
の
方
が
い
る
。
現
行
の
被

災
者
生
活
再
建
支
援
金
を
最
大
で

倍
額
に
引
き
上
げ
る
こ
と
や
中
規

模
半
壊
以
下
の
世
帯
へ
の
支
援
金

創
設
等
の
検
討
が
必
要
と
考
え
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改
正

の
検
討
を
国
会
に
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　

都
議
会
の
自
民
党
会
派
は
政
治

資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
収
入
を
政
治

資
金
収
支
報
告
書
に
記
載
し
て
い

な
か
っ
た
問
題
で
、
販
売
ノ
ル
マ

を
超
え
た
収
入
に
つ
い
て
、
一
部

を
手
元
に
残
す
、
い
わ
ゆ
る
〝
中

抜
き
〟
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
認

め
て
い
る
。
し
か
し
、
時
効
に
か

か
っ
て
い
る
時
期
も
含
め
、
誰
が
、

い
つ
か
ら
、
ど
の
く
ら
い
関
与
し

て
い
た
の
か
、
何
に
使
っ
た
の
か

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
市

民
の
政
治
へ
の
信
頼
を
回
復
さ
せ

る
た
め
に
は
、
都
議
会
に
お
い
て

も
問
題
の
真
相
解
明
が
大
前
提
で

あ
る
。

　

よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
、
都

議
会
に
対
し
「
都
議
会
自
民
党
」

の
裏
金
問
題
に
つ
い
て
の
真
相
解

明
の
取
組
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
関
係
す
る
規
定
等
を
整

備
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　

本
議
案
は
３
月
２７
日
の
本
会
議

で
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
３
月
補
正
予
算
額
は
△
１１
億

８
０
５
２
万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

の
主
な
も
の
は
、
市
税
…
９
億
３

５
０
０
万
円
、
地
方
交
付
税
…
１４

億
３
６
０
万
９
千
円
、
国
庫
支
出

金
…
７
億
３
０
８
７
万
３
千
円
、

都
支
出
金
…
△
２
億
９
０
２
２
万

７
千
円
、
繰
入
金
…
△
４
億
８
５

６
万
円
、
諸
収
入
…
△
１１
億
２
９

１
１
万
７
千
円
、
市
債
…
△
１６
億

２
８
０
０
万
円
で
す
。
歳
出
の
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総　
務　
費

　

財
政
管
理
費
の
財
政
事
務
費
…

３２
億
１
７
８
７
万
１
千
円
。

民　
生　
費

　

障
が
い
者
福
祉
費
の
障
が
い
者

サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
費
…
１１
億
６

１
３
２
万
７
千
円
。

教　
育　
費

　

文
化
振
興
費
の
（
仮
称
）
国
際

工
芸
美
術
館
整
備
費
…
△
７
億
６

５
２
７
万
円
。

可
決
し
た
主
な

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

令
和
６
年
度

　
３
月
補
正
予
算

の
あ
ら
ま
し

議
会
の
人
事
等

議
員
提
出
議
案
第
４
号　
　

町
田
市
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

請
願
の
処
理
経
過

請
願
の
処
理
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令和6年度（２０２4年度）３月補正　会計別予算構成表
(単位：千円）

区　分 補正前の額 補正額 計構成比
（％）

構成比
（％）

一 般 会 計 192,481,922 58.8 △ 356,920 192,125,002 58.9 

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 
事 業 会 計 41,336,558 12.6 309,507 41,646,065 12.7 
介 護 保 険 
事 業 会 計 40,612,736 12.4 △ 235,120 40,377,616 12.4 
後 期 高 齢 者 医 療 
事 業 会 計 14,270,126 4.4 70,657 14,340,783 4.4 
鶴川駅南土地区画整理 
事 業 会 計 687,164 0.2 △ 79,919 607,245 0.2 
下 水 道 事 業 会 計 20,405,794 6.2 △ 570,154 19,835,640 6.1 

収 益 的 12,099,008 3.7 △ 12,998 12,086,010 3.7 
資 本 的 8,306,786 2.5 △ 557,156 7,749,630 2.4 

病 院 事 業 会 計 17,700,467 5.4 △ 318,575 17,381,892 5.3 
収 益 的 15,864,033 4.8 △ 96,083 15,767,950 4.8 
資 本 的 1,836,434 0.6 △ 222,492 1,613,942 0.5 

小　計 135,012,845 41.2 △ 823,604 134,189,241 41.1 
合　計 327,494,767 100.0 △ 1,180,524 326,314,243 100.0 


